
令和元年度 中部圏域障がい者地域自立支援協議会 第７回運営会議録 

 

              日時 令和元年 11 月 19 日（火）9：30～10：30 

場所 在宅医療福祉センター 4 階会議室 

 

参加者 8 名   山崎・河本（倉吉市） 佐々木（三朝町）  

中井・丸本（琴浦町）  今西（はっぴい） 

山下（湯梨浜町） 阪本（北栄町） 

事務局 河本・ 髙島（司会・記録） 

１ 報告事項 

○ 市町部会より 

北栄町：10 月 25 日に自立支援協議会を実施。民生児童委員と一緒に福祉避難所の確認を行った。 

    水害の場合、避難場所が適切でない為、今後検討を行う。 

福祉避難所の周知方法について検討を行う。 → 他市町の福祉避難所の周知方法を確認

した。 

    12 月 26 日に権利擁護研修を行う。多くの方に参加していただきたい。 

 

○ 課題別部会より 

就労移行支援連絡会：直Ｂアセスメントの反省を行った。アセスメントの実施方法を統一したが、

評価方法についてはそれぞれの事業所での判断になり、困ったことがあったと意見があった。11

月にアセスメントの評価方法について勉強会を実施。今後も継続して勉強会を行い、アセスメント

方法を検討する。 

 

相談支援事業所連絡会：ＧＨサービス管理責任者との意見交換会を実施した。７事業所の方に参加

していただいた。相談支援専門員との情報共有を行った。ＧＨの課題としては利用者の高齢化、重

度化であると多くの方が話された。地域に移行しようとしても地域で利用できる福祉サービスも少

ないことも課題だと話されていた。  

子ども部会についても、連絡会で周知した。まずは児童の相談支援事業所でワーキンググループ活

動を行う。年内には 1 回目を開催したい。 

 

２ 協議事項 

○ 全体研修について 

前回の運営会議で提案していただいた山口さんに連絡したところ、研修の講師を承諾していただき、

内容と日程調整を行った。 

演題：ひとりの人として生きる ～目指す共生社会って、どんな社会？～ 



日時：12月 18日（水）13：30～15：00 

場所：アゼリアホール 

上記内容で、周知を行う。 

 

○ 協議会活動の周知について 

相談支援連絡会でサービス管理責任者の方と意見交換を行った際、中部圏域自立支援協議会の活動

内容が伝わってこないと意見があった。また、サービス管理責任者研修、相談支援専門員研修でも

地域の自立支援協議会の活動への参加やその活動内容の把握が求められている。現在ＨＰでは会議

録の掲載、その他活動報告を行っているが、他に何か活動の周知方法はないか？ 

また、圏域の同じサービス提供事業所で集まって意見交換する機会がないので、情報交換したいと

いう意見もあった。 
 

・現在行っている活動（あいサポートフェスタ等）に参加していただき、協議会の活動に参加して

もらってはどうか？ 

・全体会を年 2 回実施しており、そこで活動内容を報告している。参加者にはその内容を事業所で

伝達していただく必要がある。再度周知していただくようお願いしてはどうか？ 
 

→ 圏域のサービス提供事業所が協議会に何を求めているのか確認するため、定期的に事業所連絡

会を実施し、そのニーズを確認することとする。 
 

3 その他 

○ あいサポートフェスタについて 

参加者の取りまとめが終了した。当日の配置を検討中なので、決まり次第報告する。 

今年は企業からもボランティア参加がある。 

町長への出席依頼について案内を作成したので、各担当者から依頼していただきたい。 

 

 

 

次回の運営会議予定 ･･･（毎月第 3 火曜日予定） 

日時：令和元年 12 月 17 日（火） 10:30～12:00 

    場所：アゼリア４階 会議室 


